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ABSTRACT

The　present　study　was　designed　to　investigate　the　relationship　be －

tween　the　daily　physical　activity　measured　by　pedometer　and　the　func －

tional　adaptability ．　Subjects　in　this　e χperiment　were　n80　pre －school　and

elementary　school　children ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．

The　pedometer　step　rate　 （steps ／hour ）　in　a　day　indicated　significant

positive　correlation　to　PWC ，
　　at　4

．　6－　8．　and　10 ．　years　of　age　in　boys
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and　girls．　（pく0 ．01，　pく0 ．05）　It　was　suggested　that　the　preschool　and

the　elementary　school　children　who　vigorously　eχercise　in　a　day　were

superior　in　the　functional　adaptability　to　the　children　not　doing．

要　　　 旨二

幼児・小学校児童を 対象とし，　Pedometer に

よって日常活動量を測定し，機能的適応能力の指

標としてPWC
　a
を用い，日常の身体活動量の多

少の程度と機能的適応能力の関係を検討した．そ

の結果，4 歳，6 歳，8 歳と10 歳の一日のPedo 。

meter 歩数（steps／hour）とPWC170 の間に，統

計的に有意な相関関係が得られ，日常活動量の多

い幼児・小学校児童は機能的適応能力が優れてい

ることが示唆された．

緒　　　 言　　　　　　　　　 ‥‥‥　　‥

発 育 発達段 階にあ る幼児 ・小 学校 児 童にと って

機能 的適 応能 力 の向 上に 関係 す る要 因 は，形 態 ・

機能 の自然 発達 ，学 校体育 授業 の運動刺 激12，21），レ

意図 的 な運 動処方11・14）， 日常生 活 にお け る身 体活

動量13・2°・31）など があ る ． しか し ，これ らの要 因の

う ち， 日常 活 動量 の多 少 の程 度と 機能的 適応 能力

の関係 につ いて の研究 は数 少な い の が 現状で あ

る ，こ れは ，日常活 動量を 把握 す る客観 的な方 法

が確 立 されて いな い の か1 つ の原 因であ る．最

近 ， 日常 の身 体活動量 をPedometer 法 によ って

把 握 し，そ の妥当性 と有効 性 につい て の検討s・9・12・

1112212り 夕゚2？〕が進 んで きたン．・・・・　
・
・．　　・．　・．：　卜

そ こで本 研究 は ，幼児 ・小学 校児 童 の日常活 動

量 をPedometer に よって 測定 し ， その機 能的適

応 能 力につ い てPWC17 ，を指 標 に し て ， 日常 の

身 体活 動量 の多 少 の程度と 機能 的適 応能 力の関係

を 経年 的 に検討 す るごとを 目的 と したL ………　卜

研　究　方　法

1．Pedometer 歩数の測定

被検者は，愛知県内にあるA 幼稚園の4 歳5 歳

児男女合計132 名，小学校6 校の男子570 名・女

子486 名，中学校4 校の男子229 名・女子486 名

を対象にした．

Pedometer 　（AM －5山佐時計厂は，被検者の左

腰部に固定し，10 日間測定した．　Pedometer 歩

数は，保護者と教師の協力を得て，登園・登校時

と帰宅・下校時に，歩数と測定時刻およびPedo －

meter を装着しなかった総合計時間を毎日記録し

た．そして，・一白と園・学内の単位時間あたりの

歩数，およびその総歩数を求めた．

2．PWC170 の測定

被検者は・，　Pedometer によ る歩数測定をした

者の中で，’S 小学校の1 学年から6 学年までの男

子110 名・女子100 名と，上記のA 幼稚園の男女

を対象とした．

PWCm の 測 定 は，　T．　Sjostrand2”とH ．G．

表I　Work　load　in　bicycle　ergometer

Age

Work　load　（kp ）

1st 2nd 3rd 4th

4 －8

9

10

11

O 。25

0．50

0．75

1 ．00

0．50

0．75

1．00

L25

0．75

1 ．00

1 ．25

1 ．50

1 ．00

1 ．25

1 ．50

1 ．75

（boys ）

4 －9

10―11

0 ．25

0 ．50

0．50

0．75

0．75

1．00

1 ．00

1 ．25
（girls）



Wahlund29 ）によって開発された12分間－3点負荷

法を，短時間に多人数を測定す るために，8 分

間－4点負荷法に 修正して用いた． 使用した エル

ゴメータは，モナーク社製の子供用自転車エルゴ

メータであり，運動負荷は表1 に示した．なお．

ペダリング速度は50rpm とした．心拍数は，胸

部双極誘導による心電図から求め，測定中の異常

心電図をチェックし，安全に留意した．

研　究　結　果

1

幼児・小学校児童・中学校生徒の一日およ

び学内でのPedomet ！・r歩数

一日のPedometer 総歩数（steps／day，一週間

の平均値）の経年的変化を図1 に示した．
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比較すると，12歳を除いて，すべての年齢で統計

的に有意な差が認められた（p＜0．01，　Pく0 ．05）．

幼児（4 歳～5 歳）， 小学校 低学年児童（6 歳

～8 歳），小学校高学年児童（9 歳～11歳），中学

校生徒（12歳～14歳）の区分でPedometer 総歩

数の平均値を求めると，男子はそれぞれ15，400，

21，971，　18，812，　12，680　steps／day　であり，
し
女

子はそれぞれ13 ，787，　16，825，　14，048，　10，081

steps／dayであった．　　　　　　　　　　　　二

次に，男子の学校内での単位時間あたりPedo －

meter 歩数（steps／hour）について， 学校体育授

業の有無を比較したものを図2 に示した．
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図2　Pedometer　step　rate　（steps／hour）　in

school　activity　of　physical　education

and　nonphysical　education
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図3　PWCm 　in　relation　to　chronological　age
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Pedometer　step　rate　（steps／day）　in　a

day　in　relation　to　chronological　age

男子のPedometer 総歩数は，6 歳から8 歳に

かけてピーク値がみられ，その値は平均で21，971

steps／dayであった．そして，加齢とともに減少

していった．

女子は，どの年齢においても男子より低い値を

示したが，経年的変化パターンは男子と同様であ

り，ピーク値は16 ，825　steps／day　であった．

各年齢での男子と女子のPedometer　総歩数を
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図 か ら明 ら か な よ う に，　Pedometer 歩数

（steps／hour）　（i，　すべての年齢で 体育授業実施

日の方が非実施日と比較して大きな値であった．

女子についでも同様 の結果であ った．両者の

Pedometer 歩数の開には，6 歳・7 歳の男子と，

li 歳・12歳の女子を除いたすべての年齢で統計的

に有意な差が認められた（p＜0．01，　p＜0．05）．

2．幼児・小学校児童のPWC17 ，

PWCm の経年的変化を図3 に示した．
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男子のPWC170 の平均値は，4 歳で244 ．3kgm／

min ．：であり，11歳の483 ．3kgm／rninまで，加齢

的に30 ．8～66．2kgm／minの割合で直線的に増大
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ともに8 ．5～55．lkgm／min の割合で増大した．

そして，男子では5 歳から8 歳までと9 歳から

10歳までの，女子では6 歳から7 歳までと8 歳か

B

step　rate／h　（steps／hour）

D

700

500

300

O　Boys

・　Girls

Y 　＝　0．381X十125．9

（n　＝　26　p＜0．001）

O
乙 亠」－

600 1000

step　rate／h（steps／hour）

図4　Relation　between　pedometer　step　rate　（steps／hoilr）in　a＆y　and　PWClTO

1500



ら9 歳までの各年齢開に，それぞれ統計的に有意

な差が認められた（pく0 ．01，　p＜0 ．05）・

PWC17 ，の男子と女子を比較すると，5 歳と7

歳を除いて，すべての年齢において統計的に有意

な差が得られた（pく0 ．01，　p＜0 。05）・

3．日常活動量とPWC17 ，の関係

4 歳，6 歳，8 歳，iO歳の一日の単位時間あた

りのPedometer 歩数（steps／hour）とpwcm の

関係を図4 に示した，

両者の関係は，各年齢において統計的に有意な

相関関係が得られた（pく0 ．001，　P＜0．01）．両者

の関係を男女別にみると，8 歳の女子を除いて，

すべての年齢の男女において有意な相関が認めら

れた。

また， 一日のPedometer 歩数（steps／hour）

を学校内と 学校外（部活動を含む）に 分 け て，

PWC17 ，との関係をみると，学校内で11 歳につい

て両者の間に統計的に有意な 関係が 得られ（pく

0 ．01）， 学校外では 各年齢とも両者の問に有意な

相関が得られた（P＜0 ．01，　P＜0 ．05）．

考　　　 察

これまでのPedometer に関する 研究報告を大

別すると，天野3り ま

（1） 日常の歩行量を調査したもの1・s・18・24・2s）

（2） 計器としての精度の検定をしたものls・26・80）

（3）　Pedometer から活動量計 とし て 応用する

ための基礎的研究5み1も1°j2り3y27）

（4）　Pedometer を活動量 と し て 応用 し た も

のちsy16j17j19冫2夕2a332）

の4 つにまとめている．

Pedometer は，歩数を計測するものであるが，

13）・（4）の報告から，その歩数は生理学的・物理学

的・主観的運動強度と関係があり，身体運動の強

度と量を測定できる簡易な活動量計であると考え

られる， 本研究は，　Pedometer を活動量計とし

て使用した．　　　　　　　　　　　　　　 卜
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幼児・小学校児童の日常活動量を左右する要因

は，年齢・性・形態・動作様式・地域・学校環境

・天候・季節・学校体育授業の有無などがある．

波多野8）は，小学校3 ～4 年生を対象に天候・

学校差・体育教材の内容，性差について検討をし

ている．

本研究では，幼児から中学校生徒までの日常活

動量の経年的変化について，地域差・学校環境差

のある数校の被検者（1180名）を対象にして，同

じ 季節 の一週間の測定から一日の 平均Pedo －

meter 総歩数（steps／day）を求め，その標準的パ

ターンを得た．

幼児から中学校生徒までの日常活動量は，男女

とも6 歳から8 歳までの小学校低学年でピーク値

を示し，それ以後加齢とともに減少するパターン

が得られた．4 歳から15歳までの日常活動量の経

年的変化を求めた報告はほとんど見られないが，

1936年に早川1°）が測定したものと同様のパターン

であった．

また，本研究で得られたピーク値は，男子で

21，971　steps／day，　女子で16 ，825　steps／day　であ

ったが，これは波多野7・8）・栗田18）の報告と同様で

あった．

また，余暇開発センターの調査32）によると，小

学生のテレビの視聴時間は各学年とも変化がない

が，高学年になると勉強時間が増加し，その分，

遊び時間か2 年生から6 年生までに約50％減少す

るといわれている．このことから，加齢とともに

日常活動量が低下するのは，遊び時間が減少して

いるためであると考えられる．

学校体育授業や意図的な運動処方による運動刺

激が機能的適応能力に与える影響とその効果を，

運動強度と量から検討した報告は多くあるが，そ

れらを総合した日常の身体活動量がその能力に与

える影響に関する報告は，ほとんど見られない．

そこで，　Pedometer に よ る 日 常 活 動 量 と
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PWC170 の関係についてみると，8 歳の女子を除

いて両者の間に4 歳，6歳，8歳，10歳の男女とも

統計的に有意な相関関係が得られた（pく0．001，

pく0 ．01）．

この結果から，日常活動量のうち，どの活動量

が機能的適応能力に強く影響を及ぼしているかは

明らかにで きない が，日常活動量の多少の程度

は，幼児・小学校児童め機能的適応能力に影響を

与えるものであり，日常活動量の多い者は，少な

い者に比べてその能力が高いと考えられる．

結　　　論

幼児・小学校児童・中学校生徒の男女合計1，180

名を対象にして，　Pedometer による日常活動量

とPWC170 を測定し，それらの経年的変化 と，

両者の関係について検討し，以下のような結果を

得た．　 卜

1） 幼児・小学校児童・中学校生徒の日常活動

量（steps／day）の経年的変イ匕は，6 歳から8 歳の

時期にピークがみられ，それ以後加齢とともに低

下した．　 犬　　　　　　　　　　卜　　 ＼

幼児・小学校低学年児童・高学年児童・中学校

生徒の一日のPedometer 総歩数は，男子でそれ

ぞれ12 ，680，　21，971，」8 ，812，　12，680　steps／day

で あ りレ 女子では それぞれ13 ，787，　16，825，

14，084，　10，081　steps／day　であった．

2） 学校内活動量を体育授業の有無で比較する

と，体育授業実施日の方が多く，両者め間には，

男女とも各年齢で統計的に有意な差が得 られた

（p≪0．01，p＜0．05），

3）PWC170 の経年的変化は，男女とも加齢と

ともに直線的な増加を示し，年齢との間に，男子

でY ＝37．12X＋63．2　（pくO 。001），女 子 でY ＝

27．96X＋84．9　（pCO ．OOl）の 関 係式 が 得 ら れ

た厂　　　　　　十

4） 日常活動量とPWC17 ，の経年的変化を性

差についてみると， 一日のPedometer 歩数は，

各年齢とも男子の方が多く，一統計的 に有意な差が

得られた（ljく0 ．01，p く0 ．05）．PWC17 ，は，6

歳と8 歳を除いたすべての年齢で男子が高く，有

意な差が得られた（p＜0 ．01，　Pく0 ．05）．

5） 日常活動量とPWC17 ，の 関 係 は，4 歳，

6 歳，8 歳，10歳の男女とも両者の間に統計的に

有意な相関関係か得られた（pく0 ．01，pく0 ．05）．
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